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ナ
フ
サ
の
現
況
に
つ
い
て

　
　
1
貿
易
商
品
論
の
視
点
か
ら
1

は
じ
め
に

　
本
小
稿
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
石
油
化
学
工
業
原
料
用
の
ナ

フ
サ
の
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
貿
易
商
品
論
の
視
点
か
ら
一
考
し

て
み
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
ナ
フ
サ
の
ほ
と
ん
ど
は
石
油
化

学
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
し
、
ま
た
、
石
油
化
学
原
料
の
主
体

は
ナ
フ
サ
で
あ
る
。
国
産
ナ
フ
サ
と
輸
入
ナ
フ
サ
か
ら
構
成
さ
れ

る
ナ
フ
サ
の
”
国
際
商
品
化
。
の
進
展
を
国
際
商
品
概
念
の
検
討

と
と
も
に
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
ナ
フ
サ
の
需
給
を
規
定
す
る
要

因
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

ナ
フ
サ
に
つ
い
て
の
知
見

守
　
　
屋

晴
　
　
雄

　
一
で
は
、
本
論
に
入
る
準
備
と
し
て
ナ
フ
サ
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
知
見
を
示
す
。

　
ナ
フ
サ
は
、
原
油
を
蒸
留
し
た
際
、
二
五
度
C
位
か
ら
一
七
〇

度
C
位
の
沸
点
範
囲
で
得
ら
れ
る
揮
発
油
の
こ
と
で
、
粗
ガ
ソ
リ

ン
、
粗
製
ガ
ソ
リ
ン
と
も
い
わ
れ
る
。
比
重
は
○
・
七
前
後
で
あ

る
。
ナ
フ
サ
は
、
そ
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
み
れ
ば
、
原
油
か
ら
の
連

産
品
の
一
つ
で
あ
り
、
一
方
、
石
油
化
学
企
業
で
あ
る
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
み
れ
ぱ
、
熱
分
解
な
ど
に
よ
る
連
産
品
の
生
産
の
原
料
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
ナ
フ
サ
の
動
向
は
、
ガ
ソ
リ
て
灯
油
な
ど

の
ナ
フ
サ
以
外
の
原
油
連
産
品
の
動
向
と
関
連
す
る
し
、
当
然
、

石
油
化
学
工
業
全
体
の
動
向
と
も
関
連
す
る
。
ま
た
、
ナ
フ
サ
か

ら
の
エ
チ
レ
ン
と
ソ
ー
ダ
エ
業
で
生
産
さ
れ
る
塩
素
か
ら
塩
化
ビ
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（95）　ナフサの現況について

ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
が
作
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
ナ
フ
サ
は
無
機
化

学
工
業
と
も
関
連
を
も
つ
。
国
産
ナ
フ
サ
は
、
そ
れ
を
生
産
す
る

製
油
所
と
同
じ
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
に
属
す
る
エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
で

熱
分
解
さ
れ
る
こ
と
が
支
配
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
バ
イ
プ
ヲ
イ

ン
で
ナ
フ
サ
を
製
油
所
か
ら
エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
容
易
に
運
べ

る
、
と
い
う
よ
う
な
技
術
的
、
経
済
的
合
理
性
に
基
づ
く
現
象
で

あ
る
。
国
産
ナ
フ
サ
に
は
商
社
な
ど
の
流
通
業
者
は
介
在
し
な
い
。

石
油
化
学
工
業
は
、
天
然
ガ
ス
や
L
P
G
な
ど
の
ナ
フ
サ
以
外
の

原
料
に
基
づ
い
て
も
形
成
さ
れ
う
る
が
、
た
と
え
ぱ
、
天
然
ガ
ス

を
原
料
と
す
る
石
油
化
単
工
業
は
、
ナ
フ
サ
の
場
合
に
比
ぺ
て
、

エ
チ
レ
ン
リ
ヅ
チ
と
な
る
o

　
こ
こ
で
ナ
フ
サ
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
的
性
格
を
具
体
的
事
例
に
よ

っ
て
示
唆
し
た
い
。
そ
の
具
体
的
事
例
は
国
産
ナ
フ
サ
の
比
重
を

　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
の
収
率
を
高
め
た
関
係
で
昭
和

五
六
年
の
国
産
ナ
フ
サ
の
平
均
比
重
が
、
従
前
の
○
・
七
か
ら
○
・

六
八
へ
と
低
下
し
た
。
比
重
が
低
下
す
る
と
エ
チ
レ
ン
の
収
率
が

藩
ち
る
の
で
、
容
穣
基
準
に
よ
る
ナ
フ
サ
の
価
樒
決
め
方
式
の
下

で
は
・
石
油
化
学
側
は
不
利
に
な
る
の
で
あ
る
。
昭
和
五
六
年
か

ら
五
七
年
に
か
け
て
石
油
精
製
側
と
石
油
化
学
側
の
間
で
比
重
調

整
問
題
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
結
果
、
五
七
年
に
次
の
よ
う
な
合

意
が
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
比
重
は
O
・
六
九
～
○
・
七
一
を

基
準
と
し
、
比
重
が
こ
の
基
準
よ
り
○
・
〇
一
低
け
れ
ぱ
、
た
と

え
ぱ
、
五
六
年
七
月
～
五
七
年
三
月
の
分
で
は
キ
ロ
リ
ヅ
ト
ル
当

た
り
五
百
円
基
準
価
格
よ
り
安
く
す
る
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

こ
の
幕
例
は
、
比
重
が
表
わ
す
成
分
の
濃
度
の
重
要
性
を
示
し
て

お
り
、
ナ
フ
サ
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
的
性
楕
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
ナ
フ
サ
に
つ
い
て
の
基
本
的
動
向
を
一
、
二
示
す
。
石

油
化
学
用
の
国
産
ナ
フ
サ
と
輸
入
ナ
フ
サ
の
数
量
的
推
移
は
表
1

の
と
お
り
で
あ
り
、
輸
入
ナ
フ
サ
の
割
合
の
上
昇
を
指
摘
で
き
る
。

昭
和
六
〇
年
に
は
輸
入
ナ
フ
サ
が
全
体
の
六
五
％
ほ
ど
を
占
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
至
っ
た
。
こ
の
輸
入

表1　ナフサの国産・輸入推移

　　　　　　　　単位：万k］，％

国　産 1輸入輸入比率

昭和56年 1，470 81ア 36

57 1，142 990 46

58 940 1．452 61

59 975 1，507 61

60 8ア5 1，651 65

「エネルギー統計」，「貿易統計」

によo作成

依
存
度
の
上
昇
に
呼
応

す
る
形
で
、
わ
が
国
製

油
所
に
お
け
る
ナ
フ
サ

の
得
率
は
低
下
し
て
き

た
一
方
、
生
産
に
お
い

て
ナ
フ
サ
と
排
反
的
な

関
係
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン

の
得
率
が
上
昇
し
て
き

た
。
ナ
フ
サ
の
得
率
は
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一橋論叢 第96巻 第6号　（96）

表2　ナフサ国（地域）別輸入推移

単位：千止1，％

’ 昭和56年 昭和58年 昭和60年

数 量 構成比 数 量 構成比 数 最 構成比

サウジアラピア 2．634 32．2 3，284 22．6 3．622 21．9

中 ク ウエイ ト 896 11．0 1，843 12．7 2，065 12．5

アラブ首長国連邦 21 O．3 1，064 7，3 1，725 10．5

’｛ ’、 レ 一 ン 583 7．2 1，317 9．1 1，169 7．1

東 そ の 他 175 2．1 4ア6 3．3 548 3．3

計 （4，314）（52．8） （7，984）（55．O） （9，129） （55．3）

東 シ　ンガポール 2，722 33．3 3，271 22．5 2，308 14．0
商 イ ン ドネシア 0 一ア

37 0．2 1，041 6．3

ジ そ の 他 36 o．5 329 2．3 158 1．0

ア 計 （2，758） （33．8） （3，637） （25．0） （3，507） （21．3）

そ 中 国 915 11．2 1，735 12．O 2，329 14．1

の

他
韓 国 100 1．2 220 1．5 678 4．1

地 イ ン ド 24 O，3 46S 3I2 408 2．5

域 そ の 他 57 0．ア 473 3．3 455 2．7

合 計 8，168 100 14，517 100 16，506 100

「貿易統計」によo作成

昭
和
五
五
年
の
九
・
六
％
か
ら
五
九
年
の
六
・
O
％

へ
と
低
下
し
た
一
方
、
ガ
ソ
リ
ン
の
得
率
は
五
五
年

の
一
四
・
七
％
か
ら
五
九
年
の
一
八
・
七
％
へ
と
上

昇
し
た
（
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
・
需
給
統
計
年
報
」
）
。

ナ
フ
サ
と
ガ
ソ
リ
ン
の
得
率
の
和
は
、
同
じ
期
間
に

二
四
．
三
％
か
ら
二
四
・
七
％
へ
と
微
増
し
た
。
こ

の
よ
■
う
な
ナ
フ
サ
と
ガ
ソ
リ
ン
の
動
き
の
相
違
に
は
、

二
で
示
す
こ
と
が
ら
の
他
、
ガ
ソ
リ
ン
の
収
益
性
、

行
政
指
導
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
輸
入
の
禁
止
な
ど
が
関

与
し
て
い
る
。
石
油
製
品
の
消
費
に
占
め
る
石
油
化

学
用
ナ
フ
サ
の
割
合
は
、
昭
和
五
五
年
度
の
一
一
・

一
％
か
ら
五
九
年
度
の
二
二
・
五
％
へ
と
上
昇
し
た

（
「
石
油
供
給
計
画
」
）
。
な
お
こ
の
石
油
化
学
用
ナ
フ

サ
は
N
G
L
（
天
然
ガ
ソ
リ
ン
）
を
合
ん
で
い
る
。

こ
の
上
昇
に
は
輸
入
ナ
フ
サ
が
犬
き
く
働
い
て
い
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
最
後
に
ナ
フ
サ
の
国

（
地
域
）
別
輸
入
推
移
を
示
す
と
表
2
の
と
お
り
で

あ
り
、
輸
入
先
の
分
散
化
が
進
ん
で
い
る
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
、
昭
和
五
六
年
に
は
、
サ
ゥ
ジ
ァ
ヲ
ピ
ァ

と
並
ん
で
最
大
の
輸
入
先
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
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（97）　ナフサの現況について

シ
ァ
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
か
ら
の
委
託
精
製
が
こ
れ
ら
の
国
の
製

油
所
の
増
強
に
伴
い
減
少
し
た
関
係
か
ら
、
五
八
年
以
降
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
輪
入
量
は
減
少
し
っ
っ
あ
る
。

　
以
上
、
ナ
フ
サ
に
つ
い
て
の
準
備
的
な
知
見
を
述
ぺ
た
。

一
一
　
ナ
フ
サ
の
国
際
商
品
化
の
進
展

　
二
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
ナ
フ
サ
の
国
際
商
品
化
の
進
展
に

焦
点
を
当
て
て
ナ
フ
サ
の
現
況
に
つ
い
て
一
考
す
る
こ
と
が
中
心

で
あ
る
。
一
で
述
べ
た
ナ
フ
サ
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
的
性
椿
か
ら
、

そ
の
市
場
で
の
挙
動
を
み
る
と
き
、
品
質
視
点
よ
り
も
価
格
視
点

の
ほ
う
が
有
効
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
”
国
際
商
品
。
概
念
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
国
際
商

晶
に
対
す
る
厳
密
な
、
そ
し
て
一
般
的
な
定
義
は
な
い
が
、
素
朴

に
は
、
国
際
的
に
取
引
量
の
多
い
商
品
を
意
味
し
よ
う
。
し
か
し
、

本
小
稿
で
は
さ
ら
に
限
定
を
付
加
す
る
。
す
な
わ
ち
、
し
ば
し
ぱ

国
際
商
品
と
い
わ
れ
る
商
品
が
持
つ
特
性
を
抽
出
し
て
み
る
と
、

　
　
　
　
　
＾
2
）

次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
同
質
の
商
品
が
同
一
価
格
で
大

量
に
取
引
さ
れ
る
、
需
給
関
係
に
よ
っ
て
価
格
が
決
ま
る
、
取
引

の
基
準
に
な
る
価
格
が
商
品
取
引
所
や
一
定
の
市
場
で
形
成
さ
れ

る
、
と
い
っ
た
特
性
を
持
っ
て
い
る
。
同
一
価
格
で
あ
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〕

二
重
価
楕
で
は
な
い
こ
と
を
含
意
し
て
い
て
、
そ
の
特
別
の
場
合

と
し
て
、
ナ
フ
サ
の
場
合
、
輸
入
品
と
国
産
品
と
の
間
に
構
造
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

な
価
格
差
が
消
失
し
て
い
る
状
況
を
含
意
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三

つ
の
特
性
は
明
ら
か
に
相
互
に
関
連
し
て
い
る
。
国
際
商
品
は
、

し
ぱ
し
ぱ
、
先
物
取
引
の
対
象
商
品
と
な
る
条
件
（
商
品
特
性
）

を
傭
え
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
本
小
稿
で
ナ
フ
サ
の
国
際
商
品

化
の
進
展
と
い
う
と
き
、
単
に
輸
入
依
存
度
の
上
昇
と
い
う
現
象

を
指
す
の
み
で
な
く
、
輸
入
ナ
フ
サ
の
価
格
形
成
と
国
産
ナ
フ
サ

の
そ
れ
と
の
間
の
関
連
が
よ
り
緊
密
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
も
含

意
し
て
い
る
。
両
ナ
フ
サ
が
実
質
的
に
同
一
の
価
樒
を
持
つ
こ
と

に
つ
な
が
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
両
ナ
フ
サ
の
間
の
違
い
が

消
失
に
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ナ
フ
サ
の
国
際
商
品
化
の
進
展
に
つ
い
て
具
体
的
に
述

べ
る
。
昭
和
五
七
年
の
い
わ
ゆ
る
”
第
二
次
ナ
フ
サ
戦
争
。
の
決

着
の
内
容
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
国
産
ナ

フ
サ
の
値
決
め
方
式
を
ま
ず
説
明
す
る
。
国
産
ナ
フ
サ
は
各
コ
ン

ピ
ナ
ー
ト
に
お
け
る
売
り
手
と
買
い
手
の
間
で
値
決
め
さ
れ
た
が
、

現
実
に
は
、
共
同
石
油
の
三
菱
油
化
な
ど
へ
の
販
売
価
格
に
追
随

す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
コ
ス
ト
主
義
を
強
く
映
し
出
す
共
同
石

油
の
価
格
算
定
方
式
は
、
原
油
価
格
に
加
工
費
な
ど
を
加
味
し
、
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図1 国産ナフサ・輸入ナフサ価格比推移

昭和46年4748　49 5051 52　5354
・犬体の趨勢としてみられたい

　　　　　　　　　　　日本貿易月表など
　　　　　　　　　　　によリ作成

さ
ら
に
国
際
相
場
を
若
干
加
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
価
格
を
め

ぐ
っ
て
買
い
手
と
の
間
に
激
し
い
攻
防
は
む
ろ
ん
な
さ
れ
た
が
、

国
産
ナ
フ
サ
価
格
へ
の
国
際
相
場
の
影
響
は
大
き
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
国
産
ナ
フ
サ
価
椿
と
輸
入
ナ
フ
サ
価
椿
の
比
は
図
1
の

よ
う
な
挙
動
を
示
し
た
。
同
一
の
用
途
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

両
ナ
フ
サ
の
間
に
こ
の
よ
う
な
二
重
価
楕
現
象
が
生
ず
る
こ
と
の

背
後
に
は
、
石
油
化
学
企
業
が
ナ
フ
サ
の
輸
入
権
を
保
有
し
て
い

な
い
た
め
、
国
産
ナ
フ
サ
は
必
ず
石
油
化
学
企
業
に
よ
っ
て
買
わ

れ
る
、
と
い
う
制
度
上
の
こ
と
が
ら
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

ナ
フ
サ
の
輸
入
権
が
石
油
精
製
企
業
に
属
す
る
こ
と
は
、
石
油
業

法
に
基
づ
く
行
政
指
導
に
負
っ
て
い
た
。

　
国
産
ナ
フ
サ
が
割
高
基
調
の
と
き
、
石
油
化
学
側
に
と
っ
て
こ

の
よ
う
な
制
度
は
特
に
樫
楕
と
な
る
。
一
般
に
石
油
化
学
企
業
の

売
上
高
に
占
め
る
ナ
フ
サ
購
入
額
の
割
合
は
高
い
こ
と
、
石
油
化

学
製
品
と
り
わ
け
汎
用
の
そ
れ
は
激
し
い
価
格
競
争
の
下
に
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
い
っ
そ
う
明
ら
か
で
あ
る
。

〃
第
一
次
ナ
フ
サ
戦
争
。
に
よ
っ
て
石
化
原
料
共
同
輸
入
会
杜
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

輸
入
代
理
商
と
し
て
の
資
楮
を
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
輸

入
は
輸
入
全
体
の
約
三
割
ほ
ど
に
す
ぎ
ず
、
残
余
は
石
油
会
杜
に

石
油
化
学
側
は
輸
入
を
依
頼
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
輸
入
に
つ

い
て
の
種
楕
が
依
然
と
し
て
実
体
と
し
て
残
存
し
続
け
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
石
油
化
学
側
特
に
化
学
系
の
石
油
化
学
企
業
は
、

昭
和
五
七
年
二
月
、
ナ
フ
サ
の
輸
入
権
を
求
め
る
具
体
的
行
動
と

し
て
、
ナ
フ
サ
の
輸
入
届
け
出
を
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
出
す
こ

と
を
決
定
し
た
。
（
石
油
化
挙
業
界
が
厳
し
い
不
況
下
に
あ
っ
た

こ
と
が
こ
の
意
思
決
定
を
促
進
し
た
。
）
五
七
年
四
月
、
通
産
省

は
表
3
の
よ
う
な
内
容
の
省
議
決
定
を
行
い
、
第
二
次
ナ
フ
サ
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

争
が
終
了
し
た
の
で
あ
る
。
石
油
化
学
側
は
そ
の
決
定
を
諒
と
し
、

輸
入
届
け
出
は
結
局
見
送
ら
れ
た
。
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そ
の
省
議
決
定
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
述
ぺ
る
。
一
定
量
の
国
産

ナ
フ
サ
の
円
滑
な
供
給
と
引
き
取
り
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
一

方
、
国
産
ナ
フ
サ
の
個
決
め
に
つ
い
て
は
輸
入
ナ
フ
サ
の
C
I
F

価
格
に
諸
掛
か
り
を
加
え
た
も
の
を
基
準
に
す
る
、
と
し
て
い
る
。

国
産
ナ
フ
サ
の
供
給
・
引
き
取
り
に
つ
い
て
石
油
、
石
油
化
学
間

で
合
意
に
達
し
な
い
場
合
は
、
通
産
省
が
調
整
を
行
う
も
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
が
、
こ

表3通産省の省議決定（昭和5ア年4月）の内容

○石油側と石油化学側との間で四半期ごとに供給，引き

　取り計画を立てさせ，石油化学側に一定量の国産ナフ

　サの引き取りを義務づける

○石油化挙側は輸入ナフサの全量を石化原料共同輸入会

　社の手で輸入できる

○輸入ナフサの比率を（現在の約40％から）50％に高

　める

○肩池化挙用輸入ナフサの通関価楕統計を四半期ごとに

　加重平均した値に諸経費相当額を加え，国産ナフサ価

　椿とする

・　以上は一部である

の
こ
と
は
、
ナ

フ
サ
需
給
が
緩

和
し
て
い
る
と

き
に
は
、
特
に

円
滑
な
引
き
取

り
の
た
め
に
真

価
を
発
揮
す
る
。

一
方
、
国
産
ナ

フ
サ
価
椅
の
輸

入
ナ
フ
サ
価
格

に
対
す
る
連
動

性
、
し
か
も
実

質
的
等
価
格
を

指
向
し
た
連
動
性
は
、
”
国
産
ナ
フ
サ
の
国
際
商
品
化
・
の
進
行

を
示
す
枢
要
な
象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
国
際

商
品
の
一
つ
の
特
性
と
し
て
同
一
価
楮
に
よ
る
取
引
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
”
自
然
に
。
同
一
価
楕
に
収
敷

し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
一
種
の
人
為
的
な
、
政
治
的
な
取
り
決

め
と
し
て
同
一
価
椿
を
保
証
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
点
、
一
定
量
の
国
産
ナ
フ
サ
の
引
き
取
り
の
確
保
と

相
侯
っ
て
、
完
全
な
国
際
商
品
化
と
の
隔
た
り
を
形
成
し
て
い
る
。

省
議
決
定
の
適
用
さ
れ
た
昭
和
五
六
年
七
月
以
降
の
国
産
ナ
フ
サ

価
格
は
、
図
2
の
よ
う
に
輸
入
価
椿
に
バ
ラ
レ
ル
に
推
移
し
て
き

た
。
な
お
、
前
述
し
た
共
同
石
油
な
ど
に
よ
る
交
渉
に
基
づ
く
値

図2　ナフサ価格推移

＾口TuJ■』トoo 0b　b’’　58 59年

・犬体の趨勢としてみられたい

目本貿易月表など

によリ作成
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決
め
方
式
は
姿
を
消
し
た
（
一
で
示
し
た
比
重
調
整
問
題
が
解
決

し
た
こ
と
も
こ
の
こ
と
に
与
か
っ
た
。
）
昭
和
五
〇
年
代
後
半
に

お
い
て
、
輸
入
ナ
フ
サ
の
割
合
が
さ
ら
に
増
大
し
て
い
っ
た
こ
と

は
一
の
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
国
産
ナ
フ
サ
価
楕
が
従
属
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
輸
入
ナ
フ
サ
価

楮
に
つ
い
て
述
べ
る
。
輸
入
ナ
フ
サ
価
楮
は
ナ
フ
サ
の
国
際
価
格

　
　
　
　
　
　
　
＾
ヱ

と
よ
く
連
動
し
て
い
る
。
し
か
も
”
自
然
に
。
よ
く
連
動
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
市
場
の
ス
ポ
ヅ
ト
価

楮
で
あ
る
国
際
価
格
を
何
人
も
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

ま
た
、
長
期
契
約
（
コ
ン
ト
ヲ
ク
ト
）
ナ
フ
サ
の
価
格
も
同
様
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
国
際
価
椿
は
〃
原
油
価
楮
プ
ラ
ス
精
製
費

な
ど
。
の
よ
う
に
コ
ス
ト
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、

市
場
に
お
け
る
ナ
フ
サ
の
需
給
状
況
を
色
濃
く
反
映
す
る
。
西
欧

各
国
で
は
、
石
油
化
学
用
ナ
フ
サ
に
対
し
て
は
政
策
上
の
規
制
は

な
い
と
い
っ
て
よ
く
、
ナ
フ
サ
の
価
格
は
、
需
給
を
敏
感
に
反
映

し
て
決
定
さ
れ
る
。
ナ
フ
サ
の
供
給
圏
に
属
す
る
中
東
諸
国
の
ナ

フ
サ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
諸
国
の
自
国
内
精
製
、
国
外
委
託
精

製
に
よ
る
石
油
製
品
の
う
ち
で
軽
質
ナ
フ
サ
が
重
油
と
並
ん
で
余

剰
基
調
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
東
産
ナ
フ
サ
の
価
格
も
国
際
市
況

を
反
映
し
た
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
東
南

ア
ジ
ァ
圏
で
生
産
さ
れ
る
ナ
フ
サ
も
国
際
市
況
を
反
映
す
る
価
樒

で
輸
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
際
価
格
が
わ
が
国
の
輸
入
価
楮

に
な
る
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ナ
フ
サ
と
対

照
さ
せ
る
た
め
に
エ
チ
レ
ン
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
エ
チ
レ
ン
の

国
際
間
取
引
は
、
ナ
フ
サ
の
そ
れ
に
比
べ
て
は
る
か
に
少
な
い
し
、

ま
た
、
生
産
さ
れ
た
エ
チ
レ
ン
の
中
で
国
際
間
取
引
に
向
け
ら
れ

る
も
の
の
割
合
は
僅
少
で
あ
る
。
わ
が
国
の
場
合
も
輸
入
エ
チ
レ

ン
は
国
産
エ
チ
レ
ン
に
量
的
に
全
く
桔
抗
し
て
い
な
い
。
エ
チ
レ

ン
の
国
際
間
取
引
の
少
な
さ
を
一
つ
の
要
因
と
し
て
エ
チ
レ
ン
の

国
際
的
市
場
は
、
少
な
く
と
も
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
確
立
に
至
っ

て
い
な
い
。
わ
が
国
の
エ
チ
レ
ン
価
椿
の
決
定
方
式
は
、
ナ
フ
サ

が
千
円
（
キ
ロ
リ
ヅ
ト
ル
当
た
り
）
上
下
す
る
と
エ
チ
レ
ン
は
×

×
円
（
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
）
上
下
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
コ
ス

ト
方
式
の
発
想
に
基
づ
く
。
む
ろ
ん
、
エ
チ
レ
ン
価
楕
を
余
り
に

も
高
く
す
る
と
、
エ
チ
レ
ン
誘
導
品
の
価
楕
が
高
く
な
り
、
外
国

か
ら
の
そ
と
れ
の
競
争
上
不
利
な
の
で
、
エ
チ
レ
ン
価
楕
の
取
り

う
べ
き
上
限
は
厳
と
し
て
存
在
す
る
。

　
さ
て
、
、
こ
く
最
近
の
価
格
を
述
べ
る
中
で
ナ
フ
サ
個
格
の
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

要
因
の
実
態
の
例
を
示
そ
う
。
昭
和
六
〇
年
以
降
の
ナ
フ
サ
価
格

の
動
き
を
表
4
に
示
し
た
（
そ
れ
以
前
は
図
2
を
み
ら
れ
た
い
）
。
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（101）　ナフサの現況について

価
格
の
低
下
に
は
円
高
の
進
行
も
寄
与
し
て
い
る
。

　
ω
昭
和
六
一
年
二
月
二
五
日
の
日
本
向
け
の
C
＆
F
ジ
ャ
バ
ン

は
一
一
〇
ド
ル
（
ト
ン
当
た
り
）
を
割
り
込
ん
だ
。
同
年
の
一
月

下
句
に
二
〇
〇
ド
ル
を
割
り
込
ん
で
以
来
、
値
下
が
り
が
統
い
た
。

一
一
〇
ド
ル
と
い
う
原
油
価
格
よ
り
も
低
い
レ
ベ
ル
の
出
現
は
、

原
油
の
値
下
が
り
と
先
安
の
判
断
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
ナ
フ
サ
の
買

い
控
え
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
㈹
五
月
二
三
旧
の
C
＆
F
ジ
ャ
バ
ン
の
相
場
が
、
そ
れ
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
三
週
間
で
二
五
～

表4 最近のナフサ価楕

単位1円／k一

国産ナフサ 輸入ナフサ

昭和60年1…3月 45，800 43，800

4－6 45，800 卑3，800

7－9 44，ε00 42，800

10…12 39，400 37，400

61 1 30，600 35，200

2 30，600 29，700

3 30，600 21，000

「日本貿易月表」などにより作戒

二
六
ド
ル
（
ト
ン

当
た
り
）
上
昇
し

た
結
果
、
一
五
ニ

ド
ル
に
な
っ
た
。

こ
の
現
象
は
、
わ

が
国
の
大
手
石
油

系
エ
チ
レ
ン
セ
ン

．
タ
ー
数
杜
が
積
極

的
に
ス
ポ
ッ
ト
ナ

フ
サ
を
調
達
し
た

こ
と
を
一
因
と
す

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
石
油

化
学
原
料
に
向
け
て
い
た
ナ
フ
サ
の
一
部
分
を
二
次
精
製
し
て
、

収
益
性
の
高
い
ガ
ソ
リ
ン
と
化
し
、
そ
の
ナ
フ
サ
減
少
分
を
ス
ポ

ヅ
ト
調
達
し
て
い
っ
た
。
い
ま
一
つ
の
要
因
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
事
情
で
あ
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要
の
増
大
に
伴
う
ガ
ソ
リ
ン

価
格
の
上
昇
で
あ
る
。
こ
の
ガ
ソ
リ
ン
需
要
の
増
大
は
、
ド
ル
安

の
進
行
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
の
大
き
い
海
外
旅
行
か
ら
、
自
動

車
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
に
、
旅
行
先
を
切
り
替
え
る
ケ
ー

ス
が
多
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
基
材
と
し
て
の
ナ

フ
サ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
製
油
所
よ
り
ア
メ
リ
カ
ヘ
、
追
加
的
に
、

向
け
ら
れ
た
。

　
以
上
の
二
例
は
、
需
給
シ
ス
テ
ム
の
中
で
ナ
フ
サ
の
価
格
を
捉

え
る
こ
と
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
、
ナ
フ
サ
の
価
格
は
原
油
価
楮
と
バ
ラ
レ
ル
に
は
必
ず

し
も
動
か
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
ナ
フ
サ
の
国
際
商
品
化
に
つ
い

て
の
指
摘
を
補
強
し
て
お
く
。
石
油
化
学
ヱ
業
協
会
の
原
料
間
題

等
研
究
会
は
、
昭
和
五
六
年
三
月
の
報
告
書
の
中
で
、
輸
入
ナ
フ

サ
価
格
と
輸
入
原
油
価
樒
（
い
ず
れ
も
C
I
F
）
の
比
率
の
昭
和

五
五
年
こ
ろ
ま
で
の
動
き
を
分
析
し
て
、
”
比
率
が
上
が
っ
て
間

も
な
く
原
油
価
格
は
上
が
り
、
比
率
が
下
が
っ
て
間
も
な
く
原
油
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価
格
が
下
が
る
。
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
輸
入
ナ
フ
サ
の
先
行

的
変
動
は
、
コ
ス
ト
視
点
か
ら
の
ナ
フ
サ
価
格
の
説
明
で
は
不
十

分
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
研
究
会
は
、

原
油
価
椿
安
定
期
に
お
け
る
比
率
の
低
落
傾
向
、
石
油
危
機
時
の

そ
の
上
昇
傾
向
を
、
世
界
の
ナ
フ
サ
需
給
に
お
け
る
石
油
化
学
用

ナ
フ
サ
の
限
界
的
性
質
ー
ナ
フ
サ
の
価
楕
は
、
過
剰
時
は
ガ
ソ

リ
ン
製
造
の
余
り
物
的
価
格
で
あ
る
が
、
不
足
時
は
ガ
ソ
リ
ン
価

格
か
ら
改
質
コ
ス
ト
を
差
し
引
い
た
値
以
上
に
な
る
－
に
よ
っ

て
説
明
し
て
い
る
。

　
次
に
備
蓄
と
国
際
商
品
化
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
石

油
化
掌
側
は
、
ナ
フ
サ
価
格
の
上
昇
に
つ
な
が
る
制
度
と
し
て
備

蓄
や
税
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
I
E
A
（
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

関
）
加
盟
の
諸
外
国
で
は
、
原
料
の
備
蓄
義
務
は
課
せ
ら
れ
て
い

な
い
の
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
、
石
油
備
蓄
法
に
基
づ
き
、
石
油

製
品
と
し
て
の
ナ
フ
サ
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
石
油
化
学
企
業
に
国

産
ナ
フ
サ
九
〇
目
分
、
輸
入
ナ
フ
サ
七
〇
日
分
の
備
蓄
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
実
際
は
原
油
の
形
で
（
石
油
化
学
企
業
に
代
わ

っ
て
）
石
油
会
社
が
備
蓄
を
担
当
し
て
お
り
、
石
油
化
学
側
は
石

油
側
に
そ
の
費
用
と
し
て
総
額
一
四
〇
億
円
（
昭
和
五
九
年
度
）

を
支
払
っ
た
。
備
蓄
は
、
そ
の
対
象
商
品
の
需
給
が
将
来
逼
迫
す

る
可
能
性
の
高
い
と
き
に
、
そ
の
真
価
を
大
い
に
発
揮
す
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
石
油
備
蓄
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
五
〇
年
当

時
の
（
ナ
フ
サ
を
含
め
た
）
石
油
の
需
給
状
況
と
現
在
の
そ
れ
は

相
異
な
る
。
需
給
が
緩
和
基
調
に
あ
る
現
在
、
実
際
の
備
蓄
は
実

行
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
五
〇
年
当
時
持
っ
て
い
た

備
蓄
の
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
機
能
と
し
て
の
意
味
は
減
退

し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
本
質
的
に
は
、
安
全
（
安
定
供
給
）

と
コ
ス
ト
の
兼
ね
合
い
の
問
題
で
あ
る
が
、
備
蓄
と
い
う
法
的
制

度
が
独
り
歩
き
を
し
て
し
ま
う
面
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

た
、
石
油
化
学
側
は
、
ナ
フ
サ
よ
り
高
い
次
元
の
形
で
－
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
袋
の
形
な
ど
で
1
実
質
的
な
備
蓄
が
行
わ
れ
て
い
る
、

と
し
て
い
る
。
そ
の
独
り
歩
き
の
程
度
が
、
ナ
フ
サ
の
需
給
の
実

態
、
外
国
で
の
備
蓄
情
勢
な
ど
か
ら
み
て
余
り
に
も
過
度
で
あ
れ

ば
、
人
為
的
に
ナ
フ
サ
価
楕
を
高
く
す
る
の
で
、
ナ
フ
サ
の
国
際

商
品
性
を
弱
め
る
こ
と
に
通
ず
る
。

　
以
上
、
わ
が
国
に
お
け
る
ナ
フ
サ
の
国
際
商
品
化
の
進
展
を
め

ぐ
っ
て
い
く
つ
か
の
視
角
か
ら
述
べ
た
。

　
次
に
、
わ
が
国
の
ナ
フ
サ
輸
入
量
、
ナ
フ
サ
輸
入
依
存
率
を
規

定
す
る
構
造
的
要
因
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
ナ
フ
サ
の
国
際
商
品

化
の
進
展
と
い
う
大
き
な
流
れ
を
考
え
る
と
、
ナ
フ
サ
の
供
給
量
、
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（103）　ナフサの現況について

ナ
フ
サ
の
需
要
量
に
着
目
し
た
需
給
的
要
因
か
ら
の
考
察
が
い
っ

そ
う
意
味
を
持
と
う
。
需
給
的
要
因
の
い
く
つ
か
を
示
す
と
表
5

の
よ
う
に
な
る
。
そ
の
表
で
は
、
わ
が
国
ヘ
ナ
フ
サ
を
輸
出
す
る

側
の
要
因
並
ぴ
に
わ
が
国
側
の
要
因
を
示
し
た
が
、
第
三
者
の
国

の
要
因
も
間
接
的
に
わ
が
国
の
ナ
7
サ
の
動
向
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
5
に
示
す
よ
り
も
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
な
シ
ス
テ
ム
の
中
で
考

表5　ナフサ輸入を規定する需給的要因

ナ7サ輸出側の
　　○石油精製の動向

　　○石油化挙の動向（必ずしもナフサに基づかない）

ナフサ輸入側の

　　○ナフサ以外の石油化学原料の動向

　　○ガソリンの動向

　　○石油化学製品の内需の動向

　　○戸油化学製品の輸出入の動向

察
し
な
け
れ
ぱ
十
分
で
は

な
い
が
、
こ
こ
で
は
わ
が

国
の
ナ
フ
サ
の
現
在
ま
た

は
将
来
に
対
し
根
強
い
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
と
恩

わ
れ
る
三
点
に
つ
い
て
説

明
す
る
。

　
い
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ピ
ア
な

ど
の
生
産
地
精
製
、
”
生

産
地
石
油
化
学
。
の
動
向

は
わ
が
国
の
ナ
・
フ
サ
に
対

す
る
重
要
な
需
給
的
要
因

の
一
つ
で
あ
る
。
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ピ
ァ
に
お
け
る
石
油
精
製
業
な
ど
の
起
業
は
、
原
料
上
の
優

位
と
オ
イ
ル
マ
ネ
ー
を
利
用
し
た
、
製
品
輸
出
に
よ
る
工
業
化
路

線
の
一
環
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
一
九
八
五
年
の
エ
チ
レ
ン
コ
ス

ト
推
定
の
一
例
を
示
す
と
、
ナ
フ
サ
を
原
料
と
す
る
わ
が
国
で
は

ト
ン
当
た
り
四
一
九
ド
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、
天
然
ガ
ス
に
よ
る

サ
ウ
ジ
ァ
ラ
ビ
ァ
で
は
原
料
費
の
圧
倒
的
低
廉
性
に
よ
り
九
ニ
ド

ル
に
す
ぎ
な
い
（
三
菱
銀
行
調
査
部
に
よ
る
）
。
ナ
フ
サ
の
形
で

の
、
ま
た
は
ナ
フ
サ
よ
り
高
次
の
形
で
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど

か
ら
の
対
目
輸
出
は
わ
が
国
の
ナ
フ
サ
需
給
に
一
定
の
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
石
油
化
学
製
品
な
ど
の
高
次
の
形

で
の
対
日
輸
出
は
、
わ
が
国
の
ナ
フ
サ
に
基
づ
く
誘
導
品
の
一
部

の
空
洞
化
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
意
味
で
、
わ
が
国
の
石
油
化
学

工
業
へ
犬
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。
ま
た
、
従
来
わ
が
国
か

ら
の
石
油
化
学
製
晶
が
占
め
て
い
た
第
三
国
の
市
場
に
サ
ウ
ジ
ァ

ラ
ビ
ァ
も
の
な
ど
が
割
り
込
ん
で
く
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
前

に
”
ナ
7
サ
の
形
。
、
”
ナ
フ
サ
よ
り
高
次
の
形
。
と
表
わ
し
た
が
、

こ
の
中
の
ナ
フ
サ
を
、
た
と
え
ぱ
、
前
者
で
L
P
G
（
ブ
タ
ン
）
、

後
者
で
天
然
ガ
ス
と
置
き
換
え
て
も
わ
が
国
へ
の
影
響
の
存
在
は

明
ら
か
で
あ
る
。
ナ
フ
サ
よ
り
高
次
の
形
と
し
て
の
エ
チ
レ
ン
ブ

リ
コ
ー
ル
も
天
然
ガ
ス
よ
り
高
次
の
形
と
し
て
の
エ
チ
レ
ン
グ
リ
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コ
ー
ル
も
物
質
と
し
て
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

に
お
け
る
工
業
化
で
は
、
原
料
費
は
確
か
に
安
い
が
、
装
置
な
ど

生
産
設
備
の
コ
ス
ト
全
体
に
占
め
る
割
合
が
高
い
の
で
、
操
業
度

に
関
す
る
損
益
分
岐
点
が
高
く
、
そ
れ
ゆ
え
生
産
（
操
業
）
へ
の

圧
カ
は
大
き
い
も
の
と
傾
向
と
し
て
指
摘
さ
れ
よ
う
。
サ
ウ
ジ
ァ

ラ
ビ
ァ
に
お
け
る
石
油
化
学
工
業
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
一
九

七
九
年
、
S
A
B
I
C
（
サ
ウ
ジ
ァ
ラ
ビ
ァ
基
礎
産
業
公
杜
）
を

主
体
と
し
た
日
本
企
業
な
ど
と
の
合
弁
が
、
随
伴
ガ
ス
に
基
づ
く

低
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
、
ス
チ
レ
ン
モ

ノ
マ
ー
な
ど
の
生
産
・
輸
出
を
開
始
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

地
理
的
に
近
い
西
欧
が
輸
出
先
の
中
心
で
あ
る
が
、
わ
が
国
な
ど

へ
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
以
上
輸
出
す
る
側
の
要
因
に
つ
い
て
サ

ウ
ジ
ァ
ラ
ピ
ァ
の
場
合
を
中
心
に
述
べ
た
。

　
㈹
こ
の
よ
う
な
国
際
間
分
業
の
変
化
の
中
で
、
わ
が
国
の
石
油

化
学
製
品
の
貿
易
動
向
の
変
化
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表

6
の
エ
チ
レ
ン
換
算
輸
出
入
バ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、
全
体
と
し
て

”
出
超
↓
出
入
の
均
衡
↓
入
超
（
昭
和
六
〇
年
）
”
を
指
摘
で

き
る
。
ま
た
、
品
目
別
に
み
る
と
、
グ
レ
ー
ド
の
差
が
な
い
エ
チ

レ
ン
系
の
液
体
品
が
入
超
も
の
に
は
多
い
。
天
然
ガ
ス
に
よ
る
石

油
化
学
は
エ
チ
レ
ン
リ
ヅ
チ
で
あ
る
こ
と
、
液
体
も
の
は
気
体
も

表6石油化学製品輸出入推移
　　　　　　　　　　単位1千トン，％

輸出1輸　入 輸出比率 輸入比率

昭和50年 730 3 21．5 0．1

55 466 197 11．2 5．0

56 446 2ア5 12．2 7．9

57 400 374 11．1 10．5

58 385 3η 10．4 10．2

59 435 413 9．9 9．5

60 401 471 9．5 11．O

エチレン換算

輸出比率；輸出÷生産

輸入比率＝輸入÷内需

r貿易統計」によo作一戎

の
に
比
ぺ
て
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
が
容
易
な
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

こ
こ
で
は
奥
型
的
な
入
超
品
の
一
つ
で
あ
る
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊

維
の
中
間
原
料
で
あ
る
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
に
つ
い
て
述
べ
る
。

昭
和
五
四
年
の
生
産
五
七
二
千
ト
ン
、
輸
出
一
四
七
千
ト
ン
、
輸

入
五
七
千
ト
ン
で
あ
っ
た
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
は
、
現
在
、
コ

ス
ト
面
で
有
利
な
カ
ナ
ダ
産
（
天
然
ガ
ス
に
よ
る
）
な
ど
の
輸
入

に
よ
り
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
六
〇
年
で
生
産
四
四
〇

千
ト
ン
、
輸
出
二
一
千
ト
ン
、
輸
入
一
七
〇
千
ト
ン
と
な
っ
て
い

る
（
「
化
学
工
業
統
計
」
、
「
貿
易
統
計
」
に
よ
る
）
。
カ
ナ
ダ
に
お

077
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け
る
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
の
内
需
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。

カ
ナ
ダ
か
ら
の
輸
入
は
、
ア
ル
バ
ー
タ
・
ガ
ス
・
エ
チ
レ
ン
杜
か

ら
エ
チ
レ
ン
を
入
手
し
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
工
場
で
エ
チ
レ
ン
グ

リ
コ
ー
ル
を
生
産
す
る
U
C
C
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
。
ま
た
、

サ
ゥ
ジ
ァ
ラ
ピ
ァ
か
ら
の
そ
の
輸
入
は
昭
和
五
九
年
ま
で
は
存
在

し
な
か
っ
た
。
エ
チ
レ
ン
系
を
中
心
と
し
た
誘
導
品
の
輸
入
増
は

わ
が
国
の
エ
チ
レ
ン
生
産
量
を
、
し
た
が
っ
て
ナ
フ
サ
使
用
量
を

低
下
さ
せ
る
方
向
に
働
く
。
な
お
、
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
な
ど

の
汎
用
石
油
化
挙
製
品
の
国
産
も
の
の
価
格
は
、
国
際
価
楕
や
輸

入
価
格
に
ス
ヲ
イ
ド
し
て
決
定
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
（
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
加
〕

ビ
レ
ン
系
の
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
は
二
重
価
格
と
な
っ
て
い
る
）
。

こ
の
こ
と
は
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
の
輸
入
の
定
着
を
含
意
し
て

い
る
、
と
い
え
よ
う
。
石
油
化
学
製
品
の
輸
入
が
さ
ら
に
増
加
す

る
と
、
石
油
化
学
企
業
、
ユ
ー
ザ
ー
い
ず
れ
が
輸
入
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ヴ
を
持
つ
か
を
め
ぐ
っ
て
問
題
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
も
あ
ろ

、
つ
0

　
㈹
ナ
フ
サ
と
エ
チ
レ
ン
の
間
の
商
品
特
性
の
相
違
に
つ
い
て
前

に
触
れ
た
。
し
か
し
、
エ
チ
レ
ン
も
、
量
的
に
僅
少
と
は
い
え
、

輸
出
入
の
対
象
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
昭
和
五
九
年
、
設
備
休
廃

止
の
た
め
エ
チ
レ
ン
の
必
要
量
を
ま
か
な
え
な
く
な
っ
た
三
菱
油

化
は
、
そ
の
緊
急
的
な
輸
入
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な

国
際
的
な
融
通
の
動
き
も
見
出
さ
れ
る
。
韓
国
は
、
誘
導
品
生
産

設
備
へ
の
先
行
投
資
の
た
め
に
今
後
三
年
位
は
エ
チ
レ
ン
輸
入
を

必
要
と
す
る
が
、
油
公
と
湖
南
エ
チ
レ
ン
の
各
二
五
万
ト
ン
（
年

当
た
り
）
の
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
増
設
が
完
了
し
、
そ
の
稼
動

が
本
格
化
す
る
一
九
八
九
年
に
は
エ
チ
レ
ン
が
余
剰
と
な
る
の
で
、

わ
が
国
に
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
引
き
取
り
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
サ
ウ
ジ
ァ
ラ
ビ
ァ
や
カ
タ
ル
は
、
エ
チ
レ
ン
を
全
面
的
に

輸
入
依
存
し
て
い
る
タ
イ
な
ど
へ
輸
出
し
て
い
る
し
、
サ
ウ
ジ
ァ

ラ
ピ
ァ
は
さ
ら
に
エ
チ
レ
ン
の
本
格
輸
出
を
企
画
し
て
い
る
。
ま

た
、
わ
が
国
か
ら
の
エ
チ
レ
ン
の
輸
出
と
し
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
へ
の
需
給
調
節
的
な
、
ス
ポ
ッ
ト
的
な
そ
れ
が
考
え
ら
れ

る
。
中
長
期
的
に
は
わ
が
国
の
エ
チ
レ
ン
の
輸
出
入
の
状
況
は
厳

し
い
も
の
と
な
ろ
う
。
国
内
の
動
き
に
つ
い
て
；
冒
す
る
と
、
昭

和
六
〇
年
三
井
石
油
化
学
工
業
は
岩
国
大
竹
工
場
の
エ
チ
レ
ン
設

備
を
休
止
し
、
現
在
、
岩
国
・
大
竹
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
必
要
な
エ

チ
レ
ン
は
、
千
葉
の
浮
島
石
油
化
学
か
ら
の
海
上
輸
送
に
依
存
し

て
い
る
。
一
で
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
技
術
的
合
理
性
と
経
済
的
合
理

性
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
両
合
理
性
の
間
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
現

実
化
し
た
の
で
あ
る
。
エ
チ
レ
ン
の
輸
出
入
の
状
況
が
ナ
フ
サ
の
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輸
入
の
状
況
を
規
定
す
る
一
要
因
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
以
上
三
点
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。
こ
こ
で
、
石
油
製
品
、
石

油
化
学
基
礎
製
品
が
連
産
品
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
あ
る
種
の
貿

易
誘
発
的
性
格
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ

と
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
な
ど
の
生
産
系
が
理
想
的
に
稼
動
し

て
い
る
と
き
、
エ
チ
レ
ン
系
の
あ
る
製
品
が
輸
入
さ
れ
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
で
作
ら
れ
て
い
た
も
の
を
駆
逐
し
た
と
す
る
と
、
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
に
お
い
て
そ
の
分
だ
け
・
空
陳
。
が
で
き
る
。
そ
の
製
品
の

余
剰
を
回
避
し
よ
う
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
空
隙
は
エ
チ
レ
ン
の
、
さ

ら
に
は
ナ
フ
サ
の
減
少
の
必
要
性
を
導
い
て
い
く
。
し
か
し
、
こ

の
ナ
フ
サ
の
減
少
は
エ
チ
レ
ン
の
連
産
品
で
あ
る
た
と
え
ぱ
プ
ロ

ビ
レ
ン
の
減
少
を
も
導
き
、
プ
ロ
ビ
レ
ン
の
需
要
が
不
変
な
ら
ぱ
、

プ
ロ
ビ
レ
ン
な
い
し
そ
の
誘
導
品
の
不
足
、
し
た
が
っ
て
輸
入
を

導
く
の
で
あ
る
。
こ
の
考
察
は
単
純
な
も
の
で
あ
る
が
、
コ
ン
ピ

ナ
ー
ト
に
は
こ
の
よ
う
な
性
向
が
常
に
内
在
し
て
い
る
。

　
二
の
後
半
の
部
分
で
は
ナ
フ
サ
の
輸
入
量
な
ど
に
対
す
る
需
給

的
要
因
に
つ
い
て
述
べ
た
。
む
ろ
ん
関
係
各
国
の
石
油
行
政
、
石

油
化
学
行
政
な
ど
が
需
給
的
要
因
に
関
与
す
る
け
れ
ど
も
、
ナ
フ

サ
に
つ
い
て
の
わ
が
国
の
・
国
境
・
は
傾
向
と
し
て
さ
ら
に
低
く

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
本
小
稿
で
は
、
貿
易
商
品
論
の
視
点
か
ら
国
際
商
品
化
を
モ
チ

ー
フ
に
し
て
わ
が
国
ナ
フ
サ
の
現
況
の
一
切
片
を
示
し
た
。
国
際

商
品
の
概
念
規
定
に
は
種
々
の
考
え
方
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

本
小
稿
で
は
、
輸
入
依
存
率
の
上
昇
、
そ
の
高
位
定
潜
と
い
う
外

的
事
実
の
他
、
価
格
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
特
に
国
産
ナ
フ
サ
の
そ

れ
に
漕
目
し
て
、
国
際
商
品
化
の
進
展
を
論
じ
た
。
第
二
次
ナ
フ

サ
戦
争
の
決
着
ま
で
の
昭
和
五
〇
年
代
の
国
産
ナ
フ
サ
の
価
格
決

定
に
お
け
る
（
輸
入
ナ
フ
サ
か
ら
の
）
独
立
的
性
格
が
修
正
さ
れ

て
い
っ
た
。
国
産
ナ
フ
サ
が
世
界
の
ナ
フ
サ
の
影
響
を
よ
り
深
く

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
、
〃
国
産
ナ
フ
サ
の
国

際
商
品
化
。
が
進
展
し
て
い
っ
た
。
こ
の
過
程
で
石
油
化
学
側
の

運
動
や
行
政
の
対
応
な
ど
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
よ
り
根
本

に
は
わ
が
国
の
石
油
化
学
工
業
の
国
際
競
争
カ
の
問
魑
が
あ
っ
た
。

こ
の
国
際
競
争
カ
を
輸
出
競
争
カ
と
輸
入
防
過
カ
に
分
け
る
と
、

将
来
、
後
者
の
比
璽
が
高
ま
っ
て
こ
よ
う
。
石
油
化
学
工
業
の
国

際
的
分
業
体
制
の
変
化
の
中
で
の
わ
が
国
の
ナ
フ
サ
と
い
っ
た
視

点
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
ろ
う
。

　
（
1
）
　
事
実
経
過
に
つ
い
て
は
、
「
目
本
経
済
新
聞
」
昭
和
五
七
年
六

277



ナフサの現況について（107）

　
月
一
九
日
付
、
同
年
八
月
二
八
『
付
に
よ
っ
た
。

（
2
）
　
西
新
「
国
際
商
品
－
そ
の
取
引
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
、
教
育
社
、

　
昭
和
五
三
年
、
七
ぺ
ー
ジ
に
よ
っ
た
。
V
T
R
の
よ
う
な
も
の
は
、

　
た
と
え
国
際
間
取
引
が
多
く
て
も
、
メ
ー
カ
ー
間
で
差
異
の
な
い
同

　
質
の
商
品
と
は
い
い
が
た
い
の
で
、
国
際
商
品
と
は
い
え
な
く
な
る
。

（
3
）
　
目
本
向
け
と
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
向
け
の
間
の
あ
る
程
度
の
価
格
差
は

　
国
際
商
品
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ナ
フ
サ
に
つ
い
て
は
、

　
目
本
向
け
の
C
＆
F
ジ
ャ
パ
ン
と
西
欧
向
け
の
N
W
E
（
北
西
ヨ
ー

　
ロ
ヅ
パ
）
の
ス
ポ
ヅ
ト
相
場
の
間
に
は
あ
る
程
度
の
差
が
あ
る
こ
と

　
が
妥
当
と
さ
れ
る
（
N
W
E
が
割
安
）
。
こ
れ
．
は
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
で

　
は
プ
回
パ
ン
や
ブ
タ
ン
を
石
油
化
学
原
料
と
す
る
設
備
が
潤
沢
で
あ

　
る
こ
と
を
一
つ
の
背
景
と
す
る
。

（
4
）
　
構
造
的
な
価
格
差
が
あ
れ
ぱ
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
は
、

　
そ
れ
を
解
消
す
る
方
向
に
商
品
の
国
際
間
移
動
が
生
じ
、
そ
の
価
格

　
差
は
解
消
に
向
か
う
は
ず
で
あ
る
。

（
5
）
　
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
守
屋
晴
雄
「
ナ
フ
サ
の
輸
入
に
つ
い

　
て
L
『
商
品
研
究
』
第
三
〇
巻
三
・
四
号
、
昭
和
五
四
年
、
四
二
～

　
四
四
員
を
み
ら
れ
た
い
o

（
6
）
　
こ
の
詳
し
い
経
緯
と
省
議
決
定
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
徳
久
芳

　
郊
「
ナ
フ
サ
戦
争
」
、
日
刊
石
油
ニ
ュ
ー
ス
、
昭
和
五
九
年
、
七
七

　
～
八
八
頁
を
み
ら
れ
た
い
。

（
7
）
　
現
実
を
み
れ
ぱ
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、
た
と
え
ぱ
、
石
化

　
製
品
新
価
格
体
系
間
題
研
究
会
「
原
油
の
G
S
P
と
ナ
フ
サ
価
楮
の

　
動
向
」
『
化
挙
経
済
』
第
三
〇
巻
六
号
、
昭
和
五
八
年
、
四
二
頁
に

　
こ
の
指
摘
が
あ
る
。

（
8
）
　
以
下
の
ω
に
つ
い
て
は
「
石
油
化
学
新
聞
」
昭
和
六
一
年
三
月

　
三
日
付
、
㈹
に
つ
い
て
は
「
石
油
化
学
新
聞
」
昭
和
六
一
年
五
月
二

　
九
圓
付
に
そ
れ
ぞ
れ
よ
っ
た
。

（
9
）
　
次
元
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
岩
城
良
次
郎
「
商
品
学
」
背
林
書

　
院
新
社
、
昭
和
五
一
年
、
二
〇
九
頁
を
参
照
し
た
。

（
1
0
）
　
「
石
油
化
挙
新
聞
」
昭
和
六
一
年
八
月
一
八
日
付
に
よ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寵
谷
大
挙
助
教
授
）
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